
～～第７９７６回～～

黒部五郎岳
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黒部川源流域にある黒部五郎岳から雲ノ平を周回する。1日目は折立から太郎平小屋まで行

く。藤枝を自家用車で 4:00 に出発。東海環状道、東海北陸道を経由し、9:45 北陸道立山

ICで下りる。室堂へ向かう道路から有峰林道亀谷ゲート(通行料 1900 円)に入り、10:53 折

立に着く。駐車場はほぼ満杯。昼食をとって登山口へ。いきなり樹林帯の急坂が始まる。

樹林帯が終わり草原に出ると三角点だ。ガスの切れ間に有峰湖が見える。五光岩ベンチ辺

りで、クマらしき姿が草原の端を横切る。道沿いには紅紫色のママコナが多い。木道にな

ると太郎平小屋はもうすぐだ。ニッコウキスゲ越しに山小屋が見える。夕方、ガスが晴れ

て周りの山々が姿を現す。薬師岳や黒部五郎岳が大きい。

(2 日目)ダイヤモンドコースと呼ばれる大展望の稜線を黒部五郎小舎まで行く。5:00 朝食。

薬師沢へ下る木道を左に分け、彼方に見える黒部五郎岳を目指す。青空と雄大な山と植物

の緑が素晴らしい。ハクサンイチゲやチングルマなどが咲いている。気持ちよい稜線歩き

だ。北ノ俣岳の向こうに黒部五郎岳、その右奥に笠ヶ岳の姿が美しい。2578ｍピークで昼

食にする。黒部五郎岳への急登が始まる。やっとの思いで肩に着くと荷物を置いて頂上ま

で往復する。後ろ側はカールで大きくえぐれ、底に向かって斜面に踏み跡が続いている。

カールへの下りはザレて滑りやすいのでゆっくり下りる。カール底の水場でコーヒーを沸

かして一服する。巨大な岩が散在する中を行くと、ムシトリスミレが薄紫の花を咲かせて

いる。辺りが開けると草原の中に黒部五郎小舎が静かに立っている。

(3 日目)黒部川を挟んで反対側に見える雲ノ平山荘まで行く。4:30 朝食。山小屋の裏手か

らいきなり急な登りが始まる。可憐なツマトリソウが咲いている。2661ｍピークを越え、

三俣山荘への山腹ルートを左に分けて頂上へ登る。雲ノ平が眼前に広がり、鷲羽岳が大き

く見える。遠くには槍ヶ岳も望まれる。双六岳への道を右に分けて下る。ハイマツの中に

三俣山荘が見える。山小屋の後から鷲羽岳へ続く急な尾根を右手に黒部源流へとさらに下

る。川岸に「黒部川水源地標」の碑がある。渡渉地点には固定ロープが渡してあるものの、

踏石の間隔が広く滑りそうなため、少し上流へ避けて渡り昼食にする。雨が降ればとても

渡れそうにない。日本庭園までは一番キツイ登りだ。日陰のない急坂をジグザグに一歩一

歩登っていく。振り返ると三俣蓮華岳が大きい。雪の消えかかった雪田に出て、ひと息つ

く。日本庭園から祖父岳の中腹を巻く木道を行くと、ライチョウが砂浴びに夢中になって

いる。雲ノ平キャンプ場とその向こうに山荘が見えてくる。キャンプ場への直通路は通行

禁止になっており右に迂回する。こちらは木道が所々崩壊し水晶岳下の谷に落ち込んでい

るため、ハイマツの中を潜って行く。ハイマツを抜けるとスイス庭園に出るが、晴天続き

で池塘は干上がっている。水晶岳、赤牛岳が眼前に迫る。山荘には水がないためキャンプ

場に寄って給水し、ついでにコーヒーを沸かして一休みする。キャンプ場は高校生の一団

に占領されて賑やかだ。道に戻り少し行くと小高いところに雲ノ平山荘が建っている。洒



落た造りで、内装も木材をふんだんに使い凝っている。夕食まで広場で寛ぐ。

(4日目)折立まで下りるため、朝食なしで 4:00 に出発する。まだ薄暗い中ヘッドランプを

点けて木道を行く。薄明かりの奥日本庭園とアラスカ庭園で記念写真を撮り、雲ノ平に別

れを告げる。すっかり明るくなってきたところで、朝食に山小屋の弁当を食べる。樹林下

の滑りやすい大きな岩がゴロゴロした急坂を注意しながら下る。本当に歩き難い。沢に出

て吊橋を渡ると薬師沢小屋だ。清流を眺めつつ大休止してから、カベッケヶ原の木道を行

く。左俣出合から渡渉点が 3 箇所あるとガイドに載っていたが架橋されており、増水して

橋が流されない限り心配ないようだ。沢から離れ一登りすると、太郎平小屋の手前で黒部

五郎岳への道に合流し、これで 1 周完了だ。山小屋のラーメンで腹拵えして、折立までの

長い坂をひたすら下る。帰りは有峰湖を半周して東谷ゲートから出る。湖畔の林道では、

クマがこちらを見ながら林に去って行った。471 号線沿いの道の駅スカイドーム神岡で土産

を買い、割石温泉(410 円)に寄って帰路につく。41 号線、中部縦貫道高山 IC、東海北陸道

飛騨清見 IC を経由して新東名岡部 ICで下りる。

山小屋は思ったより空いていて余裕で泊まることができた。バイオトイレが多く大概綺麗

だった。昼は山小屋の弁当にしたが、女性には量が多過ぎるため、2日目から 2人 1個に減

らして充分だった。

参加者:5名(藤枝 5)

天候:①曇 ②晴 ③晴 ④晴/曇

地図：薬師岳・三俣蓮華岳・有峰湖

コースタイム: 折立1130…三角点1329…太郎平小屋1635-555…北ノ俣岳806…2578ピーク

1026-50…黒部五郎岳 1233…カール水場 1330-1400…黒部五郎小舎 1536-530…三俣蓮華岳

805…三俣山荘 920…黒部川水源地標 1010-45…日本庭園 1145…スイス庭園 1325…キャンプ

場 1350-1430…雲ノ平山荘 1443-400…薬師沢小屋 710-30…太郎平小屋 1020-50…三角点

1255…折立 1430

記録:藤枝支部 ゆ記



鷲羽岳

雲ノ平山荘


